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尺骨偽関節に対する前骨間動脈を血管茎とした橈骨遠位からの有茎血管柄付き骨移植：

解剖学的研究と症例報告 

 

  Hideo Hasegawa, Takamasa Shimizu, Shohei Omokawa, Kenji Kawamura, Kanit 

Sananpanich, Pasuk Mahakkanukrauh, Yasuhito Tanaka 
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論文審査の要旨 

 

 血管柄付き橈骨移植術は、難治性尺骨偽関節治療において有用な術式と考えられるが、

その解剖学的詳細は明らかにされていない。そこで橈骨遠位背側部を栄養する前骨間動

脈分枝の解剖学的調査と臨床応用を報告した。14 肢の新鮮凍結屍体を使用し、前骨間動

脈分枝の分岐部位、前骨間動脈と後骨間神経の運動枝の間の解剖学的関係を調べた。前

骨間動脈に栄養される有茎橈骨移植を用いて、48 歳女性の難治性尺骨偽関節を治療し

た。その結果、前骨間動脈の橈骨栄養枝が後骨間神経の終末運動枝から遠位または近位

に分岐したかどうかで、2 グループに分類できた。遠位型では、尺骨頭の遠位端から平

均 10.5 cm まで有茎移植骨が到達でき、近位型では 17.5 cm まで到達することができた。

臨床症例では良好な臨床成績を得ることができたと報告した。本研究結果は、難治性尺

骨偽関節治療に対して有益な所見であり、今後本領域のさらなる研究発展に寄与するも

のと評価される。公聴会の質疑では、術前に血管の評価が可能か、移植骨挙上の詳細に

ついて質問がなされたが、的確な回答が得られた。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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